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森田 憲司

第12号 に引き続 き、近年に 中国で刊行 され 、日本 に入荷 した石刻 関係書 の うちか ら、

元代石刻の拓影や 写真、あ るいは録 文を掲載 す るもの を紹介す る。 なお、各石刻の

名称 には、筆者 が拓 影に よって題額 な どか ら採録 した ものや独 自に命 名 した もの も

あ り、各書籍 が石 刻 に附 してい る名称 とは 同 じではない場合 が少 な くない。碑刻の

年代 につい て も同 じ。

無錫碑刻陳列館(『 無錫文博』2005年 増刊1号)2005年12月

簡体字録文を掲載。

聖旨碑 至元31年(1294)7月(文 書 日付)拓 影 あ り

重修無錫州儒学記 至元2年(1336)8.月 戊申建

無錫州洞虚宮重建 三元祠山殿 記 至丁4年(1344)10月 立石 写真

※この碑は、他の碑 に転用 されていた ものが発見 された もの

本書は山本明志氏の招来によって知った。少 し前の文献だが、知 られていない資料 を

含むため紹介す る。

三晋石刻大全 晋中市寿陽県巻 史景恰主編il晒 占籍出版社2007年12刀

釦冊、拓影 と簡体字録 文に解説を附 し、対象 は人民共和国におよぶ。

序文に 『寿陽碑 賜』(本誌12号 掲載)を ベースに した とあ り、元朝については採録石刻

は同 じ。 なお、いずれの本でも、このほかに2件 が 『山右石刻叢編』か ら採録 されてい

る。

昭済 聖母腹 中石 橦(本 書)延 祐5年(1318)3月15日94p

石氏 先埜 之誌(象 額)至 治3年(1323)8月10C195p

刀村 福 田院靱建 正殿 碑 記(首 題)至 順4年(1333)庚 申月 甲午 日

皇唐 李長者(碑)元 統3年(1335)4/113日100p

故 高義妻 趙氏墓 誌銘 至正2年(1342)4.月102p

※横 題 に高氏 世 系 之図 とあ り

務副 趙景 思之 墓(横 題)至IIl5年(1345)9.月15日103p

重修 寿陽 県北 山竜 王廟 記(首 題)至 正 甲午(14/1354)4月1日

96p

104p
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福州十邑摩崖石刻 黄栄春主編13建 美術 出版社2008年11月

福州市 に属す る5区8県 所在の2000年 までの摩崖石刻 について、カラー写真、句読点付

き簡体字録文を掲載す る。『閲中金石記』や地方志の記事に基づ く解説 を附 し、問題のあ

るものについては、「疑刻」 としている。

今回は、碑のタイ トルは本書の命名を採 り、 日付 については、原刻の 日付表記をそのま

ま転記 して、西暦を附す にとどめた。なお、本来は、登場す る全人名を紹介すべきかも

しれないが、煩 を避 けるため、お こなっていない。

烏 石 山摩崖

僧 家 奴等 聯句 至 正 九年(1349)八 ∫1望 日16p

材 君 則等 題名 天 暦 己 巳(2/1329)仲 冬八 日17P

張伯 陽等題 名 至 元後庚 辰(6/1340)人 日17P

焦寛 甫等題 記 元 黙 敦 膵 仲秋 後 之 二 日17p

壬 午 なの で、至 正2年(1342)か 。

劉 順 老等題 名 至 正 三年癸 未(1343)重 九18P

八都 児r等 題名 至 正丁亥(7/1347)冬 季刀 乙酉 日19P

李 世安等題 記 至 正十 三年(1353)良 月九 日19P

王伯顔 不花 等題 名 至正庚 子(20/1360)・ ・四月廿 又 五 日20p

天 秀岩 榜 書 至正 甲辰(24/1364)四 月021p

黎 公崖 榜 書

解説 に よれ ば、 明 の嘉靖 の もの で あるが 、元 の畢 臣礼の題 刻 の 上 に覆 せ て刻 され て

お り、 元刻 の一 部 も写真 に写 ってい る。

干 山摩崖 石刻

朱 文信 詩刻 至元 丁亥(24/1287)春 ・41P

鼓 山摩崖 石刻

邨 彦澤 詩刻 至元 戊寅(4/1338)人 日74P

「至元 戊寅」 につ いて は、前 至元15年(1278)も あ りえな い こ とは ない が、おそ ら

く こち らで あ ろ う。

趙 文 昌詩刻 大徳 二年(1298)正 月春 乙未74p

播昴 香 の名 が見 える

題 名 の左 下 に、 「是年 四月」 の 「靖 」等 の題 名 あ り

醇朝 晒等題 名 至 正 廿五年(1365)秋 八 月朔 日75p

王用 文榜 書 日付 な し75P

王用 文は 前條 に名 が見 え る。

鳳 池 山榜 書 日付 な し110p

『閲 中金 石志 』 は元 刻 とす るも佐 証 な しと して、本 書 は 「疑刻 」 とす る

升 山摩崖 石刻

也 先 不花 大年等 題 名 至 正L卯(11/!351)元 旦 後五 日113P

瑞岩 山摩 崖石 刻
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学羅 天章 詩刻 至正 己丑(9/1349)秋 仲暇0138p

鄭希 建等 題名 至正 辛卯(!1/1351)夏138p

蒋}確?等 題 名 至L;一一一十 六年(1366)μ ・1午四 月一十 五 口?

「日」 は写真 で は 「田」 に見 える,,

陳 舜玉等 題 名 至 【E丙午(26/1366)秋 ヒ月 一.fl139P

王伯顔 等題名 至正 二 十 一一年(1361)1月140p

徐 子 正等題 名 至正 丁 未(27/1`367)Yf一 冬塑1朔?]日140P

廉 吉祥 等題 名 至 正丙午(26/1366)ノUl一 日140p

学羅天 章榜 書 至 正 己丑(9/13・19)菊 節/-

兎 耳 山摩 崖 石刻

陳氏榜 書 至 正 瓦年(1349)197p

聖 水 寺摩 崖 石刻

葛 仲 温等題 名 至 正 乙 巳(25/1365)冬218p

陳 高等 題 名 日付 な し218p

「不繋 舟漁 者陳 高 」 とあ る。

栖 雲洞摩 崖 石刻

太 史玄榜 書 日付 な し222p

本 書 が これ を元の もの とす る根 拠 不明V

興 祥 寺摩崖 石刻

葛仲 温題 名 至_(丙 午(26/1366)春225p

方広岩摩 崖 不刻

李 良傑榜 書 大徳i-一年 丙午(1306)ヨ1占 日233p

醇朝u等 題 名 至 正乙 巳(25/1365)春i233p

王川 文榜 書 至正 甲辰(24/1364)[234p

口の 一字 、写真 では見 えず 、録 文 もな し。

王 用文榜 書 至正 甲辰(24/1364)冬234p

方壷岩摩 崖 石刻

詐子 顯等 題名 至 正壬午(2/1342)秋239p

閲 山福 地榜書 至正 元年(1341)春240p

筆者名 な し

用 文榜 君240p

「用 文書 」 とあ り、本 書=は頻 出す る 王用 文 に比 定。

139p

雲居寺貞石録 雲居 苛文物管理処編 北京燕 山出版社2008年11月

民国 までの石刻 を集めている。解題、句読点つき繁体字録 文、拓影 もしくは写真 を掲載。

現在不完全なものについては、文献に よる碑 文復元 もある。

重 修 華厳 堂経 本記 残石 至正 元年(1341)5月8日 立石40p
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※原石は残石で、掲載の録文は 『房 山石経題記彙編』によるもの

大都房 山県小西天石経山雲居禅寺蔵経記(首 題)至 元2年(1336)6.月1日 建93P

※ この碑の拓影は、『北京元代史蹟図志』にも掲載 されるが、当該石刻 の現状がそ うで

あるように鉄枠が嵌め られた状態 での拓本で、全文を読むことはできない。本書の

拓影は鉄枠 のない状態のものであ り、価値が高い。

天開寺聖 旨碑 至元31年(1294)4.月 立石194P

※拓影不鮮明なため、内容 は本書の録文によるが、虎年2.月20日 、兎年7.月3日 の直

訳体聖旨を載せ る。いずれ も対象 は天開寺の趙長老。『元代 白話碑集録』未収、『北

京元代 史蹟図志』にもない。

有元故医隠費君肝表(首 題)[費 徳全]大 徳8年(1304)2月 癸卯立石196P

碑陰は、大元大都路琢州房 山県西南懐王郷抱玉里医隠質君宗派之図

※ 録文は碑陽のみ 、拓影は碑陰のみで、写真は碑陽の小 さい写真だけで、碑陰の写

真はない。

(も りた けん じ 奈 良大学)
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